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事業２ ココロつながる伊勢崎プロジェクト
～子育て世代を中心としたコミュニティ形成～

事業１ “LOOP FOOD SHELF”
常設型フードドライブの実現へ

事業３ ～たべて・しゃべって・いきあって～
【伊勢崎で知ろう！ベトナム】文化交流から

支援の現場まで

事業４ 地域みんなで子どもを支え合う、持続可能な包括型
コミュニティ形成事業
～子ども食堂「ひまわりかふぇ」と

社会体験型プログラム「みんなのぽけっと」～

事業５ 人と地域をつなぐ「いせさき絆プロジェクト」
～謎解きでつなぐ地域の絆と献血でつなぐ命の絆～



事業９ 笑顔のまち育て事業

事業６ 食でつながる笑顔の輪プロジェクト

事業１０ 【みんなで作って食べる、最高の時間】
ブラジル料理・日本料理を通じて広がる

地域・知識・文化の輪

事業７ UNION交流事業
～ダンスを通じた多文化共生、世代間交流、

地域コミュニティの形成～

事業８ 伊勢崎の歴史をカードゲームで学ぼう



事業１“LOOP FOOD SHELF”常設型フードドライブの実現へ

実施団体 特定非営利活動法人アスワード

事業の
趣旨・目的

子どもたちの居場所、保護者の支えとして全国的に注目されている
「子ども食堂」の課題である「物資の確保」の解決。また、高校生
や大学生がボランティアとして子どもたちと関わりながら、自らも
成長し、地域課題への関心を高めることを目的として実施する。

事業内容 ① 常設型フードステーション試験運用（場所：スマーク伊勢崎）
② 常設型フードステーション［LOOP FOOD SHELF］の設置

（場所：スマーク伊勢崎）
③ 食育をテーマとしたワークショップの実施

（場所：宮郷公民館）
※フードドライブで寄付していただいたものを活用する

総合計画上
の位置付け

１－４ 児童・生徒の健全な心身の育成
１－５ 子どもから若者までの支援の充実
２－５ 地域の支え合いによる福祉の増進
６－２ 循環型社会の推進



事業１“LOOP FOOD SHELF”常設型フードドライブの実現へ

① 常設型フードステーション試験運用（場所：スマーク伊勢崎）
② 常設型フードステーション［LOOP FOOD SHELF］の設置
・令和７年８月、１２月に試験運用を実施。常設については、スマークと

調整中
・寄付可能な物：常温保存可能で、賞味期限が2か月以上ある食品（例：

レトルト・缶詰・乾物・米・パスタ・調味料 等）
・スタッフが内容確認・分類を実施

（当日の様子）



事業１“LOOP FOOD SHELF”常設型フードドライブの実現へ

③ 食育をテーマとしたワークショップの実施（場所：宮郷公民館）
（フードドライブで寄付していただいたものを活用する）
アスワードの実施する子ども食堂「ヒカリエキッチン」に講師をお招き

し、食育のワークショップを実施
・カードでつくろう １日ごはん！
・野菜のひみつ のぞいてみよう

（当日の様子）



事業２ ココロつながる伊勢崎プロジェクト
～子育て世代を中心としたコミュニティ形成～

実施団体 ココロつながる伊勢崎プロジェクト実行委員会

事業の
趣旨・目的

インターネットの普及などによる地域や家族間のつながりの希薄化
と地域コミュニティ活動の衰退や若者・子育て・高齢各世代での孤
立や孤独が課題となっている。市民間のつながりを日常の延長で感
じる仕掛け作りを行うとともに、子育て世代をメインターゲットと
したリアルなつながりを実感・構築するイベントを行うことで、社
会的孤立の解消や地域ぐるみで支え合うコミュニティの形成を行う
ことを目的として実施する。

事業内容 ① ココミル交流板（場所：伊勢崎駅自由通路）
② 〜みんなで作ろう ちびっこ夏まつり〜（場所：くわまるプラザ）

総合計画上
の位置付け

1－1 子どもを産み育てる環境づくりの推進
1－4 児童・生徒の健全な心身の育成
1－5 子どもから若者までの支援の充実
2－5 地域の支え合いによる福祉の推進
7－3 協働まちづくりと地域活動の推進



事業２ ココロつながる伊勢崎プロジェクト
～子育て世代を中心としたコミュニティ形成～

① ココミル交流板（場所：伊勢崎駅自由通路）
市民間のつながりを日常の延長で感じる仕掛け作りとして、市民が

意見交換できる掲示板を伊勢崎駅に設置し、経験を共有し共感し合う
場所を作る。

【お題】
１週目：最近あった嬉しかったこと・悲しかったこと
２週目：みんなに聞いて欲しい私の好きなこと
３週目：みんなに聞いて欲しい私の自慢したいこと
４週目：伊勢崎市の評価

（掲示板設置の様子） （回答の様子）



事業２ ココロつながる伊勢崎プロジェクト
～子育て世代を中心としたコミュニティ形成～

② 〜みんなで作ろう ちびっこ夏まつり〜（場所：くわまるプラザ）
子育て世代をメインターゲットに、「夏まつり」をテーマにしたイ

ベントを開催する。ココミル交流板で実施した子育て世代の意見を共
有し、子育ての悩み事、相談事など市内の子育て支援団体や同世代と
つながる機会も創出する。

（当日の様子）



事業３ ～たべて・しゃべって・いきあって～
【伊勢崎で知ろう！ベトナム】文化交流から支援の現場まで

実施団体 imiguru gunma

事業の
趣旨・目的

ベトナム人住民が地域コミュニティに関わる際、また反対に日本人
住民がベトナム人住民と関わる際の「最初の一歩」のハードルが高
いという課題があることから、本事業を通じてお互いの「食」や
「文化」を知るきっかけとするとともに、コミュニケーションをと
ることで、偶然に出会って共に生きあう（たべて・しゃべって・い
きあって）気運を醸成する。

事業内容 ① 異文化理解・多文化交流イベントの開催
（場所：境赤レンガ倉庫）

② 外国人住民向け日本の家庭料理教室の開催
（場所：くわまるプラザ）

総合計画上
の位置付け

1-2 幼児教育・学校教育の充実
1-6 生涯を通じた学びの機会の充実
7-1 互いに認め合う多文化共生の推進



事業３ ～たべて・しゃべって・いきあって～
【伊勢崎で知ろう！ベトナム】文化交流から支援の現場まで

① 異文化理解・多文化交流イベントの開催（場所：境赤レンガ倉庫）
ベトナムのお月見「中秋節」をテーマにした、お飾りづくりのワーク

ショップ・キッチンカー・ステージ発表等の多文化共生イベントを開催す
る。ベトナムでは、お月見「中秋節」を子どもたちに向けたお祭りという
位置付けで地域の行事として実施している。お飾りづくりのワークショッ
プにベトナム人の子どもはもとより、日本の子どもたちにも参加してもら
うことで、ベトナムの文化に触れ、日本のお月見文化の違いを感じてもら
う機会とする。

（当日の様子）



② 外国人住民向け日本の家庭料理教室の開催（場所：くわまるプラザ）
ベトナム人住民が日本の食文化やマナー・生活ルールについて学ぶ機会

とする。また、日本人にも参加を促すことにより、料理教室を通して地域
住民との間のコミュニケーションを促進する。

事業３ ～たべて・しゃべって・いきあって～
【伊勢崎で知ろう！ベトナム】文化交流から支援の現場まで

（当日の様子）



事業４ 地域みんなで子どもを支え合う、持続可能な包括型コミュニティ形成事業
～子ども食堂「ひまわりかふぇ」と

社会体験型プログラム「みんなのぽけっと」～

実施団体 CALM

事業の
趣旨・目的

地域住民との協働のもと、ひとり親世帯、経済的困難、発達障害、不登校
など、家庭や個人の背景を問わず、すべての子どもと保護者に開かれた包
摂的な支援を目指す。本事業を通じて、参加者同士の交流が生まれ、子ど
も自身が「自分は社会に必要とされている」と実感でき、保護者も「一人
で抱え込まなくていい」と感じられるような温かな地域のつながりを育み、
ＳＯＳが表面化しづらい家庭にも自然な形で寄り添えることが期待できる。

事業内容 ① 子ども食堂「ひまわりかふぇ」における子どもたちの心身共に
健やかな成長への支援事業（場所：三郷公民館）

② 社会体験型プログラム「みんなのぽけっと」による子どもや
地域住民の学びへの支援事業（場所：障害者センター）

総合計画上の
位置付け

1－3 1人ひとりに寄り添う教育の推進
1－4 児童・生徒の健全な心身の育成
1－5 子どもから若者までの支援の充実
2－5 地域の支え合いによる福祉の増進
2－7 障害者への支援の充実
7－2 人権を尊重するまちづくりの推進
7－3 協働まちづくりと地域活動の推進



① 子ども食堂「ひまわりかふぇ」における子どもたちの心身共に
健やかな成長への支援事業（場所：三郷公民館）

毎月１回開催している子ども食堂「ひまわりかふぇ」で、次の３つの取
組（プログラム）を開催。
１ 多肉植物の寄せ植え教室
２ こどもおかね教室
３ ダンス教室

事業４ 地域みんなで子どもを支え合う、持続可能な包括型コミュニティ形成事業
～子ども食堂「ひまわりかふぇ」と

社会体験型プログラム「みんなのぽけっと」～

（多肉植物の寄せ植え教室） （こどもおかね教室） （ダンス教室）



② 社会体験型プログラム「みんなのぽけっと」による子どもや
地域住民の学びへの支援事業（場所：障害者センター）

次の３つの取組（プログラム）を同日開催。
１ クリーンアップ大作戦（地域清掃活動）
２ ちびっこリユース（服のリユースワークショップ）
３ バリアフリー体験会

事業４ 地域みんなで子どもを支え合う、持続可能な包括型コミュニティ形成事業
～子ども食堂「ひまわりかふぇ」と

社会体験型プログラム「みんなのぽけっと」～

（クリーンアップ大作戦） （ちびっこリユース） （バリアフリー体験会）



事業５ 人と地域をつなぐ「いせさき絆プロジェクト」
～謎解きでつなぐ地域の絆と献血でつなぐ命の絆～

実施団体 伊勢崎まちなか謎解きウォーク実行委員会

事業の
趣旨・目的

近年世代を問わず人気を集めている「謎解き」を活用した「まちな
か謎解きウォーク」を実施することで、街の歴史や文化が色濃く残
る伊勢崎中心商店街へ人々の流れを生み出し地域との関わりを持つ
機会を提供することで、市民同士の新たなつながりが生まれ、新た
なコミュニティの形成と地域のつながりの再構築などの課題解決に
寄与することを目指す。
また、地域イベントと連携して若年層向けの献血イベントを実施す
ることで、社会貢献活動の重要性を認識してもらい、互いの支え合
いによる福祉の増進を目指す。

事業内容 ① 第３回 伊勢崎まちなか謎解きウォーク
（場所：伊勢崎市まちなか周辺）

② 高校生による献血啓発活動（場所：北公民館）

総合計画上
の位置付け

2-5 地域の支え合いによる福祉の増進
3-4 特長のある観光の創出と振興
7-3 協働まちづくりと地域活動の推進



① 第３回伊勢崎まちなか謎解きウォーク（場所：伊勢崎市まちなか周辺）
伊勢崎駅から伊勢崎中心商店街へ「謎解き」を行いながら向かう「謎解き

ウォーク」を行う。実際に街を歩き、道中の店舗を題材にした謎を解くこと
で、まちの店舗への理解やまちでの消費を促す。

伊勢崎中心商店街の魅力を謎解きという新しいコンテンツを掛け合わせる
ことで人流を生み出し、伊勢崎の観光振興のモデルケースを構築する。

また、謎解きを通し、自然と地域の人と関わることで、新たなコミュニ
ティの形成や地域コミュニティへの関心を高める。

事業５ 人と地域をつなぐ「いせさき絆プロジェクト」
～謎解きでつなぐ地域の絆と献血でつなぐ命の絆～

（初日の様子）



② 高校生による献血啓発活動（場所：北公民館）
高校生という若者が主体となった献血の啓発活動を実施。献血の啓発活

動を行うことで、献血はせずとも、献血を身近に感じてもらうことができ
る。現在の若年層の献血者を増やすことで、将来の献血者を増やすことを
目指し、「支え合い」による地域社会の福祉の増進に繋げる。

事業５ 人と地域をつなぐ「いせさき絆プロジェクト」
～謎解きでつなぐ地域の絆と献血でつなぐ命の絆～

（当日の様子）



事業６ 食でつながる笑顔の輪プロジェクト

実施団体 つながるごはんの会

事業の
趣旨・目的

家族や地域との関わりの減少による孤立を防ぐため、食に関するイ
ベントを開催し、誰かと一緒に食事をする楽しさを知ってもらった
り、同世代の人や地域の人と交流する機会を提供する。この取組に
より、孤食の解消や孤立感の軽減に繋げる。また、地域の方の誰で
も気軽に参加できるようにすることで、地域活性化も図る。

事業内容 ① 食べて！遊ぶぞ！まちなか子ども食堂
（場所：焼きそばカフェ 緒和里家）

② みんなでモグモグ！陸！海！肉フェス！
（場所：ぐんま海の街）

総合計画上
の位置付け

1-1 子どもを産み育てる環境づくりの推進
1-4 児童・生徒の健全な心身の育成
1-5 子どもから若者までの支援の充実
3-5  文化活動の継承と振興
7-3 協働まちづくりと地域活動の推進



① 食べて！遊ぶぞ！まちなか子ども食堂
（場所：焼きそばカフェ 緒和里家）

地域の小学生や親子が気軽に立ち寄れる子ども食堂を開くことで、食事
を通して、日頃の悩みや日常会話をして交流を深める場所を作る。

これにより、目的に上げている誰かと一緒に食事をすることの楽しさを
知ることができる。また、昼時に食事を安価または無料で提供することで、
共働き世帯の子どもや子どもの多い家庭に対し、安心して食事を取ること
のできる優しい空間を提供する。

事業６ 食でつながる笑顔の輪プロジェクト

（当日の様子）



② みんなでモグモグ！陸！海！肉フェス！
（場所：ぐんま海の街）

高校生をメインターゲットに、「肉・魚フェス」をテーマにしたイベン
トを開催することで、伊勢崎市内の肉料理店・海の街の宣伝、地域活性化、
食を楽しむ空間を創出する。

高校の部活やダンススクールなど、コロナ禍で発表の機会を失っていた
団体のために、気軽に参加できる発表の場を用意する。

事業６ 食でつながる笑顔の輪プロジェクト

（当日の様子）



事業７ UNION交流事業
～ダンスを通じた多文化共生、世代間交流、

地域コミュニティの形成～

実施団体 UNION

事業の
趣旨・目的

携帯端末やデジタル機器の利用が増加し、遊びや活動が変化する生
活環境の中で、子どもたちの社会参加の機会減少、新型コロナウイ
ルス流行に始まる社会環境の変化により、人と人とのつながりの希
薄化が進んでいることから、“からだを使った体験”の大切さに着
目し、ダンスを通じて子どもたちが身体を動かす楽しさを実感し、
健やかな交流を深めると共に世代を超えた交流の場を提供し、緩や
かな地域コミュニティの形成を目指す。また、外国籍住民が多いと
いう伊勢崎市の特徴にも着目し、異文化への関心、理解を広げる機
会を創出する。

事業内容 ① 異文化ダンス体験（場所：境公民館）
② 親子や祖父母と孫・地域住民参加型の世代間交流ダンス

（場所：境赤レンガ倉庫）

総合計画上
の位置付け

1-5 子どもから若者までの支援の充実
2-6 高齢者の生き生きとした暮らしの推進
7-1 互いに認め合う多文化共生の推進
7-3 協働まちづくりと地域活動の推進



① 異文化ダンス体験（場所：境公民館）
ペルーなどの外国のダンスや沖縄の伝統ダンス、日本の現代的なダンス

を体験してもらう。子どもたちが身体を動かしながら、多様な文化・芸術
に触れることで、好奇心や表現力を育むことを狙いとする。集団での活動
を通じて、子ども同士の交流や協調性の醸成も図る。

事業７ UNION交流事業
～ダンスを通じた多文化共生、世代間交流、

地域コミュニティの形成～

（当日の様子）



② 親子や祖父母と孫・地域住民参加型の世代間交流ダンス
（場所：境赤レンガ倉庫）

家族を中心にした参加型プログラムで、親子や孫世代までが一緒にダン
スを楽しめる構成とし、家族間のコミュニケーションや絆を深め、家庭内
での関わりを促進する機会を提供する。高齢者の方にも参加していただけ
るよう、フレイル予防も兼ねた簡単なダンスや体操を取り入れ、世代を超
えた交流を通じて、地域コミュニティのつながりづくりにも寄与する。

事業７ UNION交流事業
～ダンスを通じた多文化共生、世代間交流、

地域コミュニティの形成～

（当日の様子）



事業８ 伊勢崎の歴史をカードゲームで学ぼう

実施団体 地域共創カードゲーム制作委員会

事業の
趣旨・目的

伊勢崎市は世界遺産に登録されている田島弥平旧宅を始め、国指定
の埴輪など歴史的に重要な文化財も多く、また、「織物のまち」と
して栄えた歴史的背景を有する魅力的な地域。このような地域の歴
史や文化について、「ふるさと伊勢崎」の意識の醸成や次世代への
継承を繋いでいくことが必要であることから、伊勢崎市の歴史にま
つわるカードゲームを制作する。

事業内容 ① 伊勢崎市の歴史にまつわるカードゲームの制作とカードゲーム
体験会の実施（場所：赤堀歴史民俗資料館）

② 生成ＡＩやVRoid等を活用し、伊勢崎市の歴史やカードゲーム
の遊び方を説明する動画の制作及び配信

（場所：赤堀歴史民俗資料館など）

総合計画上
の位置付け

1-2 幼児教育・学校教育の充実
1-5 子どもから若者までの支援の充実
1-6 生涯を通じた学びの機会の充実
1-7 誇れる文化財の保護・継承
3-4 特長のある観光の創出と振興



事業８ 伊勢崎の歴史をカードゲームで学ぼう

① 伊勢崎市の歴史にまつわるカードゲームの制作とカードゲーム
体験会の実施（場所：赤堀歴史民俗資料館）

市内の子どもたちを対象にカードゲームの遊び方を教え、実際に体験し
てもらう。このことにより、子どもたちが伊勢崎市の歴史や文化を学び、
ふるさと意識の醸成に寄与し、愛着を持ってもらうことができる。

新たな空間の創出として、意外な組合せ（埴輪×バイオリン）でミニコ
ンサートを開催し、来館者に優雅な時間を楽しんでもらう。

（体験会の様子）（作成したカードゲーム） （埴輪×バイオリン演奏）



事業８ 伊勢崎の歴史をカードゲームで学ぼう

② 生成ＡＩやVRoid等を活用し、伊勢崎市の歴史やカードゲーム
の遊び方を説明する動画の制作及び配信

（場所：赤堀歴史民俗資料館など）
生成ＡＩやVRoid等を活用し、カードゲームの制作過程で明らかになった

伊勢崎市の歴史やカードゲームの遊び方についての動画を制作し、インスタ
グラムで配信する。

（動画の撮影） （インスタグラムで配信）

（@fujitasemi_isesaki）



事業９ 笑顔のまち育て事業

実施団体 スマイル＋

事業の
趣旨・目的

地域のつながりの希薄化が進んでいることから、伊勢崎市の子ども
達を中心に家族で参加できるイベントを行うことで、地域内での交
流が深まり、そのほかのイベントにも参加しやすくし、協働まちづ
くりと地域活動の推進する。
また、外国籍の方にも参加いただけるようなイベントを開催するこ
とで、お互いの文化や生活習慣を知り、理解し合える多文化共生社
会の推進につなげることを目的とする。

事業内容 ① 肝試しイベントの実施（場所：赤堀公民館）
② 餅つき大会の実施（場所：武淵建築事務所地内）

総合計画上
の位置付け

1−5 子どもから若者までの支援の充実
7−1 互いに認め合う多文化共生の推進
7−3 協働まちづくりと地域活動の推進



事業９ 笑顔のまち育て事業

① 肝試しイベントの実施（場所：赤堀公民館）
赤堀公民館全体で子どもを中心に家族みんなで参加できるイベントを行

い、家族間での交流を深める。赤堀ジュニアリーダークラブや中学生ボラ
ンティアと共に準備、実施することで、地域との連携を促進する。また、
外国語表記のチラシを作成することで地域在住の外国人の方も参加しやす
いイベントにし、外国人の方の地域のイベント参加につなげる。

（当日の様子）



事業９ 笑顔のまち育て事業

② 餅つき大会の実施（場所：武淵建築事務所地内）
台湾出身のメンバーが中心となり、台湾スープの提供や、多国籍風の味

付けの餅をふるまうことで、海外の食文化を知るきっかけをつくる。また、
参加いただいた外国籍の方に対しては、きなこ餅、あんこ餅、からみ餅等
の日本の味付けの餅を提供することで、日本の食文化を体験してもらう。
餅つき体験や試食を通して、日本人、外国人が自然にコミュニケーション
を図ることのできる場を提供し、相互理解を深める。

（当日の様子）



事業１０ 【みんなで作って食べる、最高の時間】
ブラジル料理・日本料理を通じて広がる地域・知識・文化の輪

実施団体 Bom Sabor

事業の
趣旨・目的

伊勢崎市は他自治体と比較して外国人住民が多いという特徴を有し
ており、ブラジル国籍の市民はベトナム人に次いで多い人数となっ
ているが、ブラジル人向けのイベントが少なく、ブラジル文化を知
る機会が少ない。多文化共生社会の実現のため、２つの事業を実施
することで、日本人とブラジル人がお互いの文化を知り、理解し合
える多文化共生社会を推進する。

事業内容 ① ブラジル料理のワークショップ（場所：くわまるプラザ）
② 外国人向け日本料理のワークショップ

（場所：くわまるプラザ）

総合計画上
の位置付け

1-6 生涯を通じた学びの機会の充実
6-2 循環型社会の推進
7-1 互いに認め合う多文化共生の推進



① ブラジル料理のワークショップ（場所：くわまるプラザ）
老若男女、国籍問わずに参加できるブラジル料理ワークショップを開催

する。季節やテーマに合わせたブラジルの伝統料理を作り、ブラジル料理
に親しんでもらう共に、ブラジルの国民性や文化、日本からの移民の歴史
などについて学ぶ。国籍関係なく参加がしやすく、異文化交流・地域住民
同士の交流の機会にもなるので、ウェルビーイング、地域活性化や国際理
解の発展に繋げる。

事業１０ 【みんなで作って食べる、最高の時間】
ブラジル料理・日本料理を通じて広がる地域・知識・文化の輪

（当日の様子）



② 外国人向け日本料理のワークショップ（場所：くわまるプラザ）
ブラジル人含めた外国人対象の日本料理ワークショップを開催する。季

節やテーマに合わせた日本の家庭料理を作りながら日本料理の味付けや調
理方法に親しんでもらうと共に、日本の国民性や歴史文化、生活ルールや
風習（本市のゴミの出し方、ならわし・しきたりなど）について学ぶ。

※積雪により中止

事業１０ 【みんなで作って食べる、最高の時間】
ブラジル料理・日本料理を通じて広がる地域・知識・文化の輪

（ポルトガル語版ごみ分別辞典）



様々な取組の実施、お疲れさまでした


